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Bona ホワイトは、スカンジナビア風のインテリアに最適な“ホワイトウォッシュルッ
ク”を実現するフローリング用の水性プライマーです。白さの程度は、Bona ホワイト
の塗布回数によって決まります。また、木独特の黄ばみを軽減します。ローラーでかん
たんに塗布でき、ほとんどの樹種のフローリングに塗布できます。  
 
• ホワイトウォッシュルック* 
• 木独特の黄ばみを軽減 
• ローラーでかんたんに塗布可能 
• GreenGuard 認証で安心 

  
*Bona ホワイトの仕上がりのカラーは、木の下地の色合いに大きく影響されます。同じ樹種でも
素地の色合いは違っていますし、タンニン酸やその他の天然物質を含んでいる場合もあります。
事前にテストして、最終的な色合いについてはお客様と確認してから作業してください。また、
Bona ホワイトの仕上げには、Bona メガ ONE、Bona トラフィック HD、Bona トラフィックナ
チュラルなどの無黄変タイプのトップコートを使用し、Bona メガや Bona メガナチュラルを使用
しないでください。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
製品の種類：  １液型水性ポリウレタン／アクリル着色塗料 
樹脂分： 30% 
VOC： 最大 60 g/L 
希釈： 原液のままお使いください。 
乾燥時間： ２〜３時間＠20°C/60% R.H. 
塗布ツール： Bona ローラー（マイクロファイバー／フリース） 
塗布量： 1 回塗りにつき 12 ㎡/L（83g/㎡）  
安全性： 未分類 
洗浄： 拭き取ってから最小限の水で洗い流す。乾燥した場合はアセトン

で除去する。 
保存期間： 製造日から１年間 
保管： 5℃以上、25℃以下で直射日光を避け、冷暗所で保管すること 
廃棄： 廃棄物や空容器は、各地方自治体の規則に従って処理すること。 
パッケージサイズ： 5L×3 本入 
各種認証： GREENGUARD（空気質認証基準） 
 DIBt（ドイツ建築技術研究所による安全な建築材料） 
 
 
 
 
 
 

技術情報   
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フロア表面を丁寧に研磨し、チリやホコリ、汚れ、研磨粉やオイル、ワックスなどを取
り除いて乾燥した状態にしてください。塗装前の最終研磨工程は、Bona クアトロディ
スクの使用を推奨します。 
 
Bona ホワイトが室温に達した後、容器を十分に振ってから使用してください。キャッ
プを取り外し、本製品に付属のフィルターを取り付けてから使用すると液ハネしにくく
なります。最適な使用条件は、気温 18～25 度、相対湿度 30～60％です。高温・低
湿度では乾燥時間が短くなり、低温・高湿度では乾燥時間が長くなります。使用最低
温度は 13℃です。 
 
 

 
無塗装のフローロリング：   
2-3xBona ホワイト＋1-2xBona トップコート 
 
注意： 

• Bonaホワイトの塗布回数が多いほど、より白く仕上がります。 
• 木が塗料を吸い込みすぎて変形するリスクがありますので、1日に２層以上塗

布しないでください。 
 
 
 

 
 
1. 使用前に容器をよく振り、付属のフィルターを取り付けてバケツに注ぎます。顔

料が固まっている場合がありますので、ネット状のフィルター等を通して注ぐよ
うにしてください。 

2. 「Bona ローラー（マイクロファイバー/フリース）」を使って、塗りだまりや塗
りムラ、かすれなどに注意して塗布してください。塗布量は 12 ㎡/L（83g/㎡）
です。 

3. 乾燥したら、Bona スクラッドシステムまたは 150 番よりも細かいスクリーンメ
ッシュなどで研磨して、毛羽立ちを取り除いてください。 

4. 研磨粉を除塵します。 

5. もっと白っぽく仕上げたい場合は、さらに Bona ホワイトを塗り重ねてください。
最後の仕上げには、Bona トップコートを塗布して仕上げてください。 
 

 
 

 
 
1. 部屋の縁に沿って、壁から壁へ、木目に沿ってローラーを途中で折り返さないよ

うに塗布します。ローラーが届かない壁際等は刷毛で塗布します。 
2. 刷毛で塗布した箇所は、上からローラーを転がして刷毛跡を消します。 

塗装前の準備 

塗装仕様 

使用方法   

塗布方法のコツ   
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3. もう一度、壁から壁まで木目に沿って直線状にローラーをストロークしますが、
先に塗った列とは若干隙間を空けて塗布します。 

4. ローラーを転がしながらこの隙間を消すように戻ってきます。 
5. 同じ作業を繰り返し、部屋全体を塗布します。 

 
注意：Bona ホワイトを、フローリングの貼り方向に対して斜めに塗ったり、木目を横
切るように塗ると、塗布跡が目立ってしまう場合があります。ローラーの塗り継ぎ跡も
出やすいので、なるべくローラーを折り返さずに塗布してください。広い面積を塗布す
る場合は、注意して塗布してください。 

 
 
 

 
 
Bona ホワイトは、仕上剤として使用しないでください。必ず Bona トップコートを上
塗りして仕上げてください。 
 
 
ここに記載されている情報は、現在の知識の範囲内で作成されたものであり、完全なものであることを保証する
ものではありません。使用者は本製品を使用する前に、記載内容や推奨事項が使用目的や木材の種類など、状況
に適合しているか確認する責任があります。Bonaは、納入された製品のみを保証します。製品の使用方法や仕
上がりについては弊社の管理下にはありません。疑わしい場合は、予備テストを行ってください。本製品を使用
する前に、パッケージラベルや安全データシートに記載されているすべての情報を読み、理解してください。 

 

メンテナンス   


